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2026 年もピア宮敷をお引き立ての程どうぞ宜しくお願いいたします

　新年に当たり、いすみ市小路市長
様をはじめとした福祉行政の方々、
家族会、後援会の方々、関係各位の
皆様方には格別のご理解とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。本年
の干支は「丙午（ひのえうま）」です。

「丙」は地上を遍く照らす太陽のあ
たたかな光を象徴し、また「午」は、
前進や行動力をあらわしています。

ぬくもりの光を絶やさず一人ひとりを照らし、共に一歩前へ
進む一年となりますよう、職員一同精進してまいります。皆
さまの引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　

筆
者
は
明
石
家
さ
ん
ま
と
堂
本
剛
を
生
ん
だ

事
が
最
大
の
誇
り
で
あ
る
奈
良
県
出
身
な
の
で

す
が
、
ピ
ア
宮
敷
に
入
社
す
る
ま
で
は
千
葉
県

と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
く
、
本
州
で
唯
一
熊
が

出
な
い
と
か
、『
舞
浜
』
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
誘
致

す
る
時
に
『
マ
イ
ア
ミ
』
を
も
じ
っ
て
作
ら
れ

た
地
名
だ
と
か
、
キ
ム
タ
ク
と
長
嶋
茂
雄
と
マ

ツ
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス
を
生
ん
だ
県
と
言
う
事
く
ら

い
の
知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と
、

屋
内
で
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
代
表
格
で

あ
る
「
ハ
ガ
チ
」
が
何
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
か
っ
た
レ
ベ
ル
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、「
温

泉
地
の
数
が
実
は
日
本
で
10
番
目
に
多
い
」（
情

報
ソ
ー
ス
は
会
議
で
の
千
葉
県
知
事
の
発
言
を

聞
い
た
内
野
理
事
長
）
と
聞
く
と
、
実
は
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
地
域
な
の
で
は
？
と
興
味

が
湧
き
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
他
に

も
知
っ
て
（
筆
者
が
）
驚
い
た
千
葉
県
の
豆
知

識
を
羅
列
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
実
は
日
本
で
6
番
目
に
神
社
の
数
が
多
く
、

　

京
都
・
奈
良
よ
り
も
多
い
（
１
位
は
新
潟
）

◦
島
が
2
4
4
島
あ
る
（
関
東
で
は
東
京
に
次

　

い
で
２
位
）

◦
カ
レ
ー
ル
ゥ
の
消
費
量
が
日
本
で
４
番
目
に

　

少
な
い
（
１
番
少
な
い
の
は
東
京
）

◦
銚
子
電
鉄
は
煎
餅
の
売
り
上
げ
で
倒
産
危
機

　

を
免
れ
た
（
売
り
上
げ
の
８
割
が
お
菓
子
）

◦
本
州
で
一
番
早
く
初
日
の
出
を
拝
め
る
の
が

　

千
葉
県
（
犬
吠
埼
）

◦
今
の
と
こ
ろ
ラ
ン
キ
ン
グ
外
だ
が
、
良
質
の

　

と
ら
ふ
ぐ
の
漁
獲
高
が
急
上
昇
中
（
中
で
も

　

い
す
み
市
は
ぐ
い
ぐ
い
来
て
い
る
）

　

離
島
が
た
く
さ
ん
あ
る
東
京
の
次
が
千
葉

で
、
し
か
も
2
4
4
島
も
あ
る
な
ん
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
仁
右
衛
門
島
は
有
人
島
で
す
が
、

2
4
3
が
無
人
島
。
ち
な
み
に
我
が
奈
良
県

に
は
１
島
。
理
事
長
の
ふ
る
さ
と
長
崎
県
に
は

1
4
7
9
島（
全
国
1
位
）
あ
る
の
だ
そ
う
で

す
。
カ
レ
ー
ル
ゥ
は
地
域
の
食
文
化
の
違
い
と

家
庭
調
理
頻
度
が
原
因
と
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ど
ん
ち
ゃ
ん
で
は
カ
レ
ー
う
ど
ん
が
不
動
の
１

番
人
気
で
す
が
ね
。
こ
う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、

千
葉
県
は
「
地
味
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
実
は
す

ご
い
県
」
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
な
の
で
は
…
と
密

か
に
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
次
は
い
す
み
市
の

事
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
か
ね
。

ピ
ア
の
杜

アーティスト達の門松

社会福祉法人土穂会社会福祉法人土穂会
会長  多田美穂子会長  多田美穂子

新年祝賀会at ホテル一宮シーサイドオーツカ
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　60年に一度の丙午の年は、変化を恐れず挑戦する力に満ちた年とも言われています。今年はそんな年にちなみ、各チーム
が「今年やってみたいこと」「挑戦したいこと」を、思い思いに歌に詠みました。活動への思いや仲間への気持ち、未来への
挑戦心がにじむ一首一首を、どうぞゆっくりご覧ください。

2026 年　ピア宮敷恒例の歌会始！

跳
馬
の　

力
強
さ
を　

手
に
入
れ
て

真
紅
の
実
へ
の　

戦
い
挑
む

つ
ま
ず
き
を　

数
え
る
よ
り
も　

で
き
る
こ
と　

と
も
に
選
ん
で　

つ
く
る
一
年

そ
れ
ぞ
れ
の 

歩
幅
を
見
つ
め 
踏
み
出
せ
ば　

そ
の
一
歩
こ
そ　

挑
戦
と
な
る

活
躍
を  

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に
も　

た
く
し
つ
つ  

灯
る
笑
顔
と　

地
域
の
ぬ
く
も
り

宮
敷
の   

地
域
連
携   

よ
り
深
く 

手
と
手
取
り
あ
い   

語
り
場
づ
く
り

駆
け
あ
が
る 

午（
う
ま
）の
勢
い 

追
い
風
に　

新
た
な
扉　

共
に
開
こ
う

戸
外
班 

作

福
祉
作
業
所 

作

生
活
班 

作

第
１
工
房 

作

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

作

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

作

　

辛
い
特
別
な
唐
辛
子
の
栽
培
者
を
探
し
て
い
る
と
の
情
報
を
入
手
。
戸
外
班
で

栽
培
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
何
年
か
ぶ
り
の
夏
野
菜
栽
培
、
外
部

か
ら
の
委
託
な
の
で
一
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
行
錯
誤
の
連
続
と
な
り
そ
う
で
す

が
力
強
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
夏
野
菜
だ
け
で
な
く
、
春
秋

冬
と
四
季
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
春
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
秋
は
サ

ツ
マ
イ
モ
、
冬
は
切
干
大
根
。
秋
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
小
学
生
と
の
交
流
会
。
利
用
者
、

職
員
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
挑

戦
」
を
恐
れ
ず
こ
の
一
年
ウ
マ
く
い
く
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
ま
ず
き
を
数
え
る
よ
り
、
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
前
へ
進
む
姿
勢

を
大
切
に
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
歌
っ
た
短
歌
で
す
。
「
と
も
に
選
ん

で
」
に
は
仲
間
と
一
緒
に
考
え
支
え
合
う
温
か
さ
を
、
「
つ
く
る
一
年
」
に

は
自
分
た
ち
の
手
で
未
来
を
形
づ
け
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
難
し
い
こ
と
も
仲
間
と
な
ら
挑
戦
で
き
る
、
そ
ん
な
前
向
き
な
姿

勢
を
歌
に
込
め
ま
し
た
。

　

生
活
班
で
は
「
挑
戦
」
を
無
理
に
高
い
目
標
へ
向
か
う
こ
と
で
は
な
く
、
今

の
自
分
の
身
体
状
態
や
体
力
を
正
し
く
見
つ
め
、
そ
の
上
で
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
。

高
齢
化
が
進
み
、
歩
行
能
力
や
体
力
に
個
人
差
が
大
き
く
な
る
中
で
、
誰
か
と

比
べ
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
幅
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
他
者
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩
で
あ
っ
て
も
、
ご
本
人
に
と

っ
て
は
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
挑
戦
で
あ
り
、
継
続
的
な
歩
み
に

繋
が
る
も
の
と
思
い
こ
の
句
を
詠
み
ま
し
た
。

　

第
１
工
房
で
活
躍
す
る
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
姿
や
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
ひ

と
こ
ま
ひ
と
こ
ま
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
活
躍
と
外
房
地
域
な

ら
で
は
の
魅
力
を
「
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
」
を
添
え
て
S
N
S
で
発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と

に
挑
戦
し
ま
す
。
開
所
日
に
は
毎
日
更
新
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
一
日
一
日
を
充
実
し

た
活
動
内
容
に
し
、
日
々
の
歩
み
を
記
録
と
し
て
残
し
て
い
き
ま
す
。
単
な
る
情
報
の

共
有
で
は
な
く
、
人
の
輝
き
と
地
域
の
魅
力
、
障
害
福
祉
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
感
謝
し
、
季
節
の
移
ろ
い
と
と
も
に
、
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
「
い
い
ね
」
を
く
だ
さ
い
！

　

私
た
ち
（
ナ
カ
ポ
ツ
、
計
画
相
談
、
法
人
企
画
室
）
は
小
さ
な
地
域
の
中
で
社

会
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
各
事
業
所
や
自
立
支
援
協
議
会
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

資
源
が
少
な
い
地
域
で
様
々
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
、
地
域
事
業
所
と
手
を
取

り
合
う
こ
と
や
お
互
い
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
よ
り

発
展
的
に
語
り
合
う
場
を
作
り
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
年
は
い
よ
い
よ
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
椎
木
に
誕
生
し
ま
す
。
新
天
地
で

の
生
活
が
は
じ
ま
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
場
所
か
ら
環
境
が
変
わ
る
事
へ

の
不
安
や
寂
し
さ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新
た
な
仲
間
が
増
え
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
色
々
な
出
来
事
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

れ
す
な
わ
ち
不
安
や
寂
し
さ
以
上
に
未
来
は
希
望
に
満
ち
て
い
る
と
言
う
事
で
す
。

職
員
一
同
利
用
者
様
を
今
後
も
フ
ル
パ
ワ
ー
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
次
の
未
来
に

一
緒
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
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　夷隅地区では「中核地域生活支援セン
ター夷隅ひなた」が窓口になってフード
バンク活動が行われています。ピア宮敷
も年 2 回、職員はもとより家族会へも協
力をお願いし、家庭で余っていた食品を
持ち寄って夷隅ひなたさんに届けます。
寄せられた食品は、生活に困難を抱える
方々の支援となるだけでなく、地域での
フードロス削減にもつながる意義ある取
り組みです。夷隅ひなたさんからは「物
入りな年末年始に困っている方々へ責任
もって届けさせていただきます。ご協力
に感謝します。」との言葉をいただきまし
た。なお、夷隅ひなたさんでは年間を通
して食品を受け付けています。皆さまの継続的なご協力をお願いいたし
ます。（記事：石原）

　大洗方面へ 1 泊旅行に出かけました。
出発時こそ雨模様でしたが、バスが進む
につれて天候は回復し、心配していた気
温も穏やかで、絶好の旅行日和となりま
した。2 年ぶりの大型バスでの旅行でし
たが、利用者の皆様は落ち着いており、
むしろ職員の方が高揚していたほどで
す。初日の昼食は阿見町の「ばんどう太
郎」で、蕎麦・天ぷら・刺身が並ぶ豪華
な御膳を堪能しました。その後は大洗水
族館を見学し、水族館好きの鈴木係長に
よる案内で多彩な魚やショーを楽しみま
した。宿泊先の潮来では、川沿いに紫色

の行灯が灯り、幻想的な雰囲気に包まれました。夜の宴会ではカラオケ
やミニゲームで盛り上がり、水郷ならではの鯉料理など普段味わえない
食事も並びました。2 日目は成田ゆめ牧場を訪れ、ふれあいコーナーな
どを楽しんだ後、寒空の下で定番のソフトクリームを味わいました。昼
食はアートホテル成田のビュッフェ。緊張気味の筆者とは対照的に、利
用者の皆様はマナー良く堂々と食事を楽しまれていました。帰りの車内
では「楽しかった。また来年も」との声が多く聞かれ、実りある 2 日
間となりました。（記事：濤川）

　12/13 ～ 26 の展示会に
は５つの事業所【いすみ学園、
夷隅郡市福祉作業所、ピア宮
敷、ピア宮敷第１工房、みら
い工房ぱれっと】のアーティ
スト達が参加しました。ピア
宮敷はクリスマスをテーマに
した大きなサンタアートや紙
コップのツリーを展示し会場
をあたたかく彩りました。他
にも、絵画、貼り絵、陶芸、
染め物などのアート作品が
お客様をお迎えしました。ま
た、第 1 工房のはちみつやジャム、いすみ学園の焼き菓子などの食品も、
多くの方に手に取っていただきました。今回は、アート作品も食品もよ
り見やすく、選びやすくなるよう、陳列や配置もみんなで工夫を重ねま
した。そして実は、私が設営の準備中に「これ欲しいな…」と密かに目
をつけていたアート作品があったのですが、開場してすぐに売れてしま
い、ちょっぴり残念な気持ちに…。でも、それだけ多くの方に楽しんで
いただけた証でもあり、うれしい出来事でもありました。これからもそ
れぞれの事業所の取り組みをより素敵に届けられるよう、みんなで知恵
を絞っていきます。次回もどうぞお楽しみに。（記事：高地）

　ピア宮敷における地域移行・地域生活支援の事業は平成 18 年 1 月
から開始した【自活訓練事業】に遡ります。入所施設から約 5 キロ離
れた椎木商店街に民家をお借りし、5 名の男性利用者が共同生活を始
めました。そこが初代の【椎木の家】です。さらに、押日という地域
にも民家【押日の家】をお借りし 2 軒の家で自活訓練事業を行いました。
その後、自活訓練事業は平成 23 年度を持って終了となることを受け、
法人で新ホーム（くわた壱番館・弐番館）を建設し運営してきました。
さて、その初代の【椎木の家】です。自活訓練棟⇒ケアホーム⇒グルー
プホームと呼称は変りましたが、古民家と言えば聞こえは良いですが、
はっきり言ってボロ家。しかし、世話人さんの力が大です。塵一つな
く、廊下はピカピカで常に清潔
が保たれてきました。しかし、
老朽化はいかんともし難く、建
て替えを計画してきました。平
成 30 年ごろ、ご縁を頂き、椎
木の家の近隣に用地を取得。し
かし、折からのウッドショック
による建設費の急騰と資材調達
の困難さ、そして、それに続く
コロナウィルスの席巻により、新事業どころではなくなりました。そ
の後の停滞は皆様もご承知の通りです。しかし、ホームの老朽化は進
むばかりでヘビー級のサビ管が廊下を歩くと、抜けそうな箇所がどん
どん増え、トイレの便器は傾き、雨漏りは酷くなり…。コロナ期を過
ぎ新ホームの設計を再スタート。建設費の高騰は想像を絶するもので
したが、昨年 11 月末に建設着工しました。5 月の完成に向け連日槌
音を響かせています。街中にあってもゆったりと穏やかに生活できる
よう配慮したつもりです。次号の広報誌「かえで 70 号」では完成し
た姿をお披露目できるかと思います。（記事：内野）

　　　オムツ研修（11/28）
「おむつ QOL」という言葉が有り
ます。おむつを使用する人の生活
の質（Quality of Life）を、適切
な製品選び、正しい使い方、丁寧
なスキンケア、そして介護者への
配慮によって高めることを指しま
す。肌トラブル（浸軟、褥瘡）の
予防、漏れやムレによる不快感の
軽減、精神的負担の軽減、そして
自尊心の維持が重要で、これらを
通じて快適な排泄ケアを実現し、
活動意欲や自分らしさを支えるこ
とを目指します。 オムツメーカー
の担当者を招聘し、実践研修を行
いました。自己流で行わず正しく実践することで、支援者・利用者双方
がより快適に過ごせると感じました。

　　　BCP研修（12/26）
昨年 7 月のカムチャツカ半島地震
に起因する BCP 発動や 12 月の
青森県東方沖地震の発生など、災
害対応は待ったなしです。
今回の BCP 研修では、基本的な
概要に加え、国土地理院の「重ね
るハザードマップ」を用いて、各
職員の自宅周辺や通勤経路に潜む
リスクを確認しました。また、千

葉県災害 VR を活用し、津波や豪雨の状況を 360 度で疑似体験するこ
とで、災害発生時の危険性をよりリアルに理解することができました。
実践的で意識向上につながる研修となったと思います。（記事：石原）

　ピア宮敷名物「戸外班の切干大根」は、利用者の皆さんと職員が 15
年以上力を合わせて作り続けてきた看板商品です。畑づくりから収穫、
洗浄、皮むき、乾燥、袋詰めまで沢山の工程を丁寧に行い、今年も良
い商品が出来上がりました。
寒さの中でも黙々と作業に取
り組む利用者の皆さんの姿は
頼もしく、「そろそろ大根の
季節だね」と言い合える関係
は大切な財産です。これから
も皆で力を合わせ、良い品を
届け続けていきたいと思いま
す。今年の味を是非ご賞味く
ださい。（記事：髙井）

切干大根

第８回 アーティスト達の作品展示会 IN 家具の大丸 来場御礼

内部研修を開催

新グループホーム建設着工

フードバンク活動報告

一泊旅行に行ってきました！（12/21 ～ 22）
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　企業見学会を開催しました。この見学会は、障害者雇用を検討している
企業の皆様に、すでに取り組みを進めている企業を訪問していただき、今
後の採用計画をより具体的にイメージしていただくことを目的としていま
す。今回は、大学の研修施設で働く方々の様子をご覧いただき、意見交換
を行いました。参加された企業の方からは、「障害者雇用と聞き難しく考え
ていたが、実際の働く姿を見ることで、自社でも取り組めるかもしれない
と思えた」という声が寄せられました。今後も、障害者雇用への理解促進
に努めてまいりたいと思います。（記事：主任就業支援員 鶴岡）

　千葉県内で農福連携に取り組む福祉施設で
作られた生鮮野菜やオリジナル商品がブース
に並びます。会場は、改札横のコンコースで
人通りが多く、販売員の声にも自然と熱が入
り、各ブースからは活気ある掛け声が響いて
いました。私達は、限られたスペースのディ
スプレイを目を引くものにしたり、ハチミツ
の試食を提供するなど販売手法にもひと工夫

し、気づけば用意した商品がほとんど完売するほどの盛況ぶりで、充実
した販売会となりました。お買い上げいただいたお客様ありがとうござ
いました。（記事：野坂）

　長生・夷隅地区福祉施設連絡協議会
主催の「僕らはみんな生き活き展」が、
茂原ショッピングプラザ アスモにて
開催されます。販売だけでは無く、特
別支援学校などの展示参加のコーナー
もあり、見どころ満載です。ぜひお気
軽にお立ち寄りください。皆さまの
お越しを心よりお待ちしております。

（記事：野坂）

　17 年前の開店当初は水道が
凍結して水が出ない日もありま
したが、最近はありませんね。
これも地球温暖化なのかなと感
じることもあります。さて、こ
の冬もお楽しみをご用意いたし
ました。季節限定メニューとし
て大丸木工所様の無農薬レモン
を使った「大丸レモンうどん」、
甘みが強く美味しい「紅はるか
の天ぷら」、苦味が少なく旨みが際立つ「菜花の天ぷら」も登場。温
暖化とは言え、寒い季節はどんちゃんの温かいうどんでほっとひと
息つきませんか？今年もスタッフ一同、笑顔で皆様のご来店を心よ
りお待ちしております。

就労体験館 「どんちゃん」讃岐うどんの
おいしいお 店

PIA INFORMATION

僕らはみんな生き活き展

ちば農福連携マルシェ in ペリエ千葉（12/5・6）御礼！

障害者就業・生活支援センターより

新商品や新企画などのお得な情報を発信しています。
【どんちゃんインスタグラム】のフォローを是非お願い
いたします！（記事：石森）

　冬真っただ中にあって、高秀牧場の菜花畑には緑の絨毯が広がってま
す。「菜花プロジェクト」は絶好調！“雨待ち空振り”の修行シーズンを
乗り越えた甲斐あって、現在はまさに黄金期！畑はみずみずしい菜花で
いっぱい。収穫も順調そのものです。工賃向上におおいに貢献できそう
です！修行、いや苦行のごとく腰と膝が悲鳴をあげながら植えた苗たち
が、今やしっかり働いてくれています。利用者さんたちも張り切ってお
り、菜花ガールズ達も連日笑顔で奮闘中。さらに 2 月には期待の新星「ピ
チピチの新菜花ボーイズ」が加入予定とあって、畑も現場も活気づいて
います。春までのラストスパー
ト、菜花のようにたくましく、
そしてちょっぴりユーモラス
に駆け抜けたいと思います。
今年の菜花畑は、まさに「努
力と笑顔の実り畑」！収穫の
喜びとともに、また新しい季
節への意欲が芽吹いています。

（記事：平林）

　前号では、はじめの一歩農場のハード面が整いつつ
あることをお伝えしました。今号では、働きづらさの
ある人・ひきこもり状態だった人の実際の受け入れ（就
労訓練）が始まった現在の様子をお伝えします。これまでに当法人のナ
カポツセンターの登録者 5 名の方が訓練を行いましたが、まずは、セン
ター職員同席で面談を行います。そして、畑作業や簡単な事務作業、脳
トレなどにご自分のペースで取り組んでもらいます。作業を通して「で
きる・できない」をチェックするのではなく、自分と向き合ってもらう
ことを大切にしています。初回は緊張している人も、回を重ねるごとに、
土や植物に触れることで表情が和らいだり、同じ作業を繰り返すことで
集中力が高まったり、自分から動こうとする姿が見られるなど、少しず
つ変化が現れています。一連の訓練を経て就労継続支援事業に進んだ
り、就労に向かって“はじめの一歩”を歩みだしています。一方で、支
援する私たちにとっても気づきがありました。相手をコントロールした
り、指示したりするのではなく、「一緒に考え、一緒にやってみて確認す
る」こと、そして何より「ご本人が気づく」ことこそが大切であり、そ

のためにさまざまな仕掛けを行うこと
が、私たちの仕事なのだと感じていま
す。はじめの一歩農場は、「働くこと
を試す場所」であると同時に、人が育
ち、関係性が育つ場所です。次号、ど
のような報告が出来るか楽しみです。
どうぞはじめの一歩農場にご期待くだ
さい。（記事：内野美佐）

菜花プロジェクト Season 7

はじめの一歩農場 Vol.4

　２０２６年は 60 年に一度の丙午（ひのえうま）。活力に満ち、新
たな動きが生まれやすい転換の年とされています。本誌 2 面では毎
年恒例の歌会始に寄せて、各班・事業所の今年の抱負をご紹介いた
しました。ご高覧いただければ幸いです。皆様にとりまして、この
一年が実り多く、何事もウマく進む年となりますよう心よりお祈り
申し上げます。
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日時／2月19日㈭〜22日㈰
10:00 ～ 20:00
場所／茂原ショッピングプラザ・
アスモ（1Fセンターコート）


